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青
山
修
一
く
ん

問い合わせ

秋
田
の
歴
史
を
漫
画
で
楽
し
む
「
青
山
く
ん
の
夏
休

み
〜
秋
田
市
四
〇
〇
年
物
語
〜
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

県
内
書
店
で
一
般
販
売
す
る
ほ
か
、
市
内
の
小
・

中
学
校
や
図
書
館
な
ど
に
置
い
て
、
み
な
さ
ん
に
見

て
、
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

■発行秋田魁新報社　■監修秋田市
■規格 A５版202ページ　■定価 680円(税込み)

12月中旬から
県内書店で発売開始！

秋田市建都400年記念事業実行委員会(企画調整課内)
tel(866)2032

原作

土
居
輝
雄(

歴
史
作
家)

佐
竹
氏
・
秋
田
藩
の
研
究
を
重
ね
、

「
常
羽
有
情
」(

全
六
巻)

、「
宝
暦
の
嵐
」

な
ど
、
多
く
の
歴
史
小
説
・
史
伝
を

執
筆

作画

倉
田
よ
し
み(

漫
画
家)

秋
田
市
生
ま
れ
。
昭
和
53
年
「
萌
え

出
ず
る
…
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作

「
味
い
ち
も
ん
め
」(

第
44
回
小
学
館

漫
画
賞)

編集・構成

大
地
進(

秋
田
魁
新
報
社
論
説
委
員)

佐
竹
入
部
以
来
の
歴
史
を
紹
介
し
た

「
時
の
旅
四
百
年
佐
竹
氏
入
部
」
の

取
材
・
執
筆
に
携
わ
る

「
青
山
く
ん
の
夏
休
み
」

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

12
月
18
日
(土)

と
こ
ろ

ア
ル
ヴ
ェ
き
ら
め
き
広
場

原
画
展
・
即
売
会
▼
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
５
時

倉
田
よ
し
み
さ
ん
の

サ
イ
ン
会
▼
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

本
の
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
原
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
今
年
を

締
め
く
く
る
建
都
四
〇
〇
年
記
念
行
事

に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

19
日
(日)

400年前の様子を中心に、
いきいきと描かれる
エピソード

義宣が佐竹の家督を継いで、常陸の国の
大名として、水戸城に本拠地を移すまで

関ヶ原の戦いの後、秋田への国替えを命
じられた義宣が秋田入りするまで

義宣が窪田城(後の久保田城)を築き、城下
町を建設するまで

「慶長国絵図」を中心に久保田城下町を紹
介します

藩政を確立するまでに起こったいくつか
の事件

「米」を通して藩政期のひとびとの暮らし
を紹介します

たび重なる飢饉からひとびとを救った感恩
講の由来

第１話
常陸の覇王

第２話
国替え

第３話
藩都の建設その壱

第４話
藩都の建設その弐

第５話
新旧の葛藤

第６話
日本一の米所

第７話
感恩講由来

▲若き日の義宣

▼「日本一の米所」から

表
紙
は
佐
竹
義
宣
と

千
秋
公
園
表
門

秋田市建都400年記念漫画

東
京
都
台
東
区
・
佐
竹

商
店
街
近
く
に
住
む
小
学

六
年
生
、
青
山
修
一
く
ん

は
、
こ
の
夏
休
み
、
秋
田

市
の
お
じ
さ
ん
の
家
に
初

め
て
一
人
旅
。
修
一
く
ん

が
見
た
秋
田
の
歴
史
は
？

原
画
展
・
即
売
会
▼
正
午
〜
午
後
５
時



市
議
会
議
員

の
増
員
選
挙

秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
の

合
併
後
、
市
議
会
議
員
の
増
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙

期
日
な
ど
詳
し
く
は
合
併
後
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

選
挙
の
区
域
と
定
数

合
併
前
の
河
辺
町
、
雄
和
町
を
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
、

定
数
は
各
２
人

原
則
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

区
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
に
住

所
を
有
す
る
か
た
は
、
河
辺
、
雄

和
、
い
ず
れ
か
の
選
挙
区
か
ら
立

候
補
で
き
ま
す
が
、
年
齢
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
合
併
後
に
立
候
補
予
定
者

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
詳
し
く

は
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

投
票
で
き
る
か
た

立
候
補
で
き
る
か
た

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

tel(

８
６
６)

２
２
６
０

合併記念式典に参列を希望されるかたを
募集します。参列の可否（抽選結果）は、
後日はがきでお知らせします。

募集人数
秋田市、河辺町、雄和町にお住ま
いのかたの中から100人程度。応
募多数の場合は、抽選となります

申し込み

12月20日(月)(必着)まで、はがき、ファクスで
住所、氏名、電話番号および「合併記念式典参
列申し込み」と書いてお申し込みください
〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１
秋田市合併推進局　ファクス(866)2795

問い合わせ 秋田市合併推進局tel(866)2785

■合併までの歩みのビデオ上映
■合併功労者総務大臣表彰
■秋田市、河辺町、雄和町の児童、
生徒によるアトラクション
■秋田市記念市民歌斉唱

式　典

秋田市、河辺町、雄和町の市町合併記
念式典を開催します。新市誕生の歴史的
瞬間を、一緒にお祝いしましょう！

記念式典への
参列者を募集します。

１月は、合併記念
号として１月11日
号のみの発行。

２月以降は毎月１
日と16日の発行と
なります。

市
町
合
併
に
伴
う

２
月
か
ら
は
毎
月
１
日
と
16
日
の
発
行

に
変
わ
り
ま
す

広
報
あ
き
た

合
併
記
念
号
は

１
月
11
日
に
発
行

広報あきた　12月10日号0033
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商
人
・
職
人
な
ど
が
住
ん
だ
外
町
に

対
し
、
佐
竹
家
の
家
臣
を
は
じ
め
と
す

る
、
侍
屋
敷
が
軒
を
連
ね
た
内
町
。
そ

の
町
割
り
も
ま
た
、
久
保
田
城
築
城
と

と
も
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
武
家
の
ま
ち
は
、
久
保
田

城
の
本
丸
・
二
の
丸
を
取
り
囲
む
三
の

丸
や
、
現
在
の
旭
川
よ
り
も
東
側
の
千

秋
、
中
通
、
手
形
な
ど
に
配
置
さ
れ
、

城
に
近
い
ほ
ど
佐
竹
家
の
重
臣
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。

城
内
三
の
丸
に
あ
っ
た
「
上
中
城
町
」

「
下
中
城
町
」
に
は
、
い
ず
れ
も
藩
を
支

え
た
重
臣
が
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
。

「
上
中
城
町
」は
、
城
の
正
面
玄
関
と

な
る
大
手
門
通
り
付
近
、「
下
中
城
町
」

は
、
中
土
橋
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

大
手
門
は
明
治
初
年
に
取
り
壊
さ
れ

そ
の
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
家

老
の
渋
江
邸
、
梅
津
邸
が
あ
っ
た
県
民

会
館
、
県
立
美
術
館
の
高
台
に
は
、
城

下
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
樹
齢
三
百

年
と
も
い
わ
れ
る
大
き
な
け
や
き
や
黒

松
が
、
今
も
力
強
く
根
を
張
り
、
城
の

守
り
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
外
か
ら
見

る
も
の
を
威
圧
し
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。

そ
の
中
土
橋
を
下
っ
た
所
に
あ
る

「
東
根
小
屋
町
」「
西
根
小
屋
町
」
は
、

藩
主
の
参
勤
交
代
の
通
路
に
あ
た
り
、

上
級
家
臣
の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

「
根
小
屋
」
と
は
「
城
を
控
え
た
城
下
の

村
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

九
代
藩
主
・
佐
竹
義
和

よ

し

ま

さ

は
、
寛
政
元

年(

一
七
八
九)
、
藩
政
改
革
を
担
う
人

材
育
成
を
目
的
に
、
こ
の
町
に
藩
の
学

校
「
明
徳
館
」(

※)
を
開
設
し
ま
し
た
。

明
徳
館
で
は
、
儒
学
、
武
芸
、
医
学
、

国
学
な
ど
が
教
え
ら
れ
、
明
治
四
年
に

廃
藩
置
県
と
と
も
に
廃
校
と
な
る
ま

で
、
多
く
の
高
名
な
学
者
を
輩
出
。
希

望
に
満
ち
、
志
の
高
い
藩
士
た
ち
が
こ

こ
で
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

城
に
仕
え
る
も
の
た
ち
の
役
職
に
ま

つ
わ
る
町
名
が
つ
い
た
「
台
所
町
」
と

「
鷹
匠
町
」
は
、
と
も
に
寛
永
八
年(

一

六
三
一)

の
町
割
り
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

「
台
所
町
」
は
城
の
厨く

り
や(

台
所)

で
働
い

た
人
た
ち
の
ま
ち
、「
鷹
匠
町
」
は
鷹
を

訓
練
し
、
鳥
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の
野
生
動

⑧
内
町
編

大
手
門
と
中
土
橋
門
に

は
重
臣
が
居
住

渋江邸跡(現県民会館)にある
けやき。城下の歴史を見守っ
てきました

明徳館跡を示す碑の向かいでは
来春開校する「秋田明徳館高校」
を建設中です

公
式
行
事
「
鷹
狩
り
」

の
も
う
一
つ
の
意
味

「
け
や
き
」と
「
松
」が

静
か
に
四
百
年
を
語
り
か
け
る
ま
ち

※「明徳館」という名称は、文化８年（1811）から。

このシリーズは今回をもって終了します。

上中城町

下中城町 東根小屋町

西根小屋町

土手長町鷹匠町

台所町

大手門

長坂門

中土橋門

黒門

穴門

裏門

表門

理門

帯曲輪門



物
の
狩
り
を
す
る
鷹
匠
が
代
々
住
ん
だ

ま
ち
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
初
代
藩
主
・
義
宣
は
鷹

狩
り
を
好
み
、
年
十
回
を
超
え
る
ほ
ど
、

鷹
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
お
も
に
太

平
、
下
北
手
と
い
っ
た
近
場
か
ら
、
八

郎
潟
、
男
鹿
半
島
ま
で
出
か
け
、
白
鳥

や
キ
ジ
な
ど
を
捕
獲
し
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
鷹
狩
り
は
、
藩
の
年
中
行
事

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正

月
四
日
に
は
、
年
始
の
行
事
と
し
て

「
御お

初は
つ

野の

」
と
称
さ
れ
る
鷹
狩
り
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

公
式
行
事
の
た
め
随
行
者
も
多
か
っ

た
鷹
狩
り
で
す
が
、
実
は
単
な
る
レ
ジ

ャ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
領
内
視
察
と
い

う
意
味
も
あ
り
、
政
策
的
な
意
図
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

外
町
の
川
端
と
旭
川
を
挟
ん
で
対
面

す
る
土
手
長
町
は
、
中
級
武
士
の
屋
敷

が
並
び
ま
し
た
。
町
名
は
、
築
城
に
と

も
な
う
旭
川
掘
替
え
の
際
に
で
き
た
土

手
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

土
手
は
昭
和
二
十
年
代
の
道
路
拡
幅

に
よ
り
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
時

の
ま
ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
鷹
の
松
」

と
「
鑑か

が
み

の
松
」
を
支
え
る
土
塁
が
そ
の

土
手
の
高
さ
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
武
家
の
町
と
町
人
の
ま
ち
と

の
間
に
位
置
し
た
土
手
長
町
に
は
、
寛

永
二
十
年(

一
六
四
三)

、
町
奉
行
が
勤

務
す
る
町
処
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
明

治
時
代
に
、
秋
田
県
庁
と
市
役
所
が
土

手
長
町
に
開
庁
し
た
の
は
藩
政
時
代
の

名
残
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
外
町
と
、
城

下
の
秩
序
を
守
る
凛り

ん

と
し
た
雰
囲
気
が

漂
う
内
町
。「
動
」
と
「
静
」
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
ま
ち
。
現
代

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
共
通
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

変わらぬ流れ
建都の遺産・旭川

“あさ日川夕日の色もせき入れて
くれなゐふかき梅のした水”

これは、江戸時代の紀行家・菅
江真澄が詠んだ和歌です。歌にも
出てくる「旭川」は、その源流が
太平山の旭岳に端を発することか
ら、九代藩主・佐竹義和の命を受
けた真澄が名付けたと伝えられて
います。
久保田城築城とともに着手した

旭川の堀替え工事は、通町から川
口境までの区間で行われた一大公
共事業でした。作業に駆り出され
た農民は延べ10万人を超えたとも
言われます。
当時の旭川は、内町と外町の境

界を成す水域であるとともに、貴
重な生活用水の供給源でもありま
した。川端の所々には、いくつか
の町が共同で管理する、「川戸」
「川道」と呼ばれる水汲み場があり、
そこは、飲料水を汲み上げるほか、
洗い物、洗濯をする場所としても
利用されていました。
また、川沿いに「塵

ち り

塚」(ごみ捨
て場)も数か所に設置され、ごみを
積んだ舟が川を下ったりもしてい
ました。しかしその一方でごみの
不法投棄が後を絶たなかったとい
う残念な記述も残されています。
ともあれ、城下の人びとの生活

に欠かすことができなかった旭
川。400年経った今も、その流れ
は心いやしてくれる貴重な存在と
なっています。

「鷹の松」(保戸野川反橋近く)。左は大正のころ
(赤れんが郷土館所蔵・写真絵葉書)、右下は現在

「
鑑
の
松
」(

保
戸
野
新
橋
近
く)

城
下
を
治
め
る

要か
な
め

の
ま
ち

広報あきた　12月10日号0055
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市では、安全で安心して通行できる冬の道路
交通を確保するため、11月15日に「除排雪対策
本部」を設置し、『冬将軍』の到来に備えています。
市では24時間体制で対応していきますが、除

排雪には、市民のみなさん一人ひとりの力がど
うしても必要です。
この冬も市民のみなさんのご理解とご協力を

お願いします。

手形山崎の営林局貯木場跡地は、今年の冬か
ら利用できません
堆雪場は奥から利用しましょう。入口付近に
雪を捨てると有効に利用できなくなります
付近に迷惑をかけないよう、ルールとマナー
を守りましょう
土砂やゴミなどを捨てないでください

堆雪場はこちら

市では、町内や地域のみなさんで除排雪を行う
場合、運転手付きのダンプトラックまたはロー
ダ(雪の積込機械)のいずれかを、運転手付きで無
料でお貸しします。町内会長さんか地区の代表
のかたを通じてお申し込みください。

どなたでも終日利用できます

●旧空港跡地 ●飯島事業所跡地
●雄物新橋下流の北側河川敷

■利用されるかたへのお願い

トラックなどをお貸しします

町内で坂道や交差点などに散布する場合、無料
でさしあげます。町内会長さんか地区の代表の
かたを通じてお申し込みください。

路面凍結抑制剤をさしあげます

■地域の除排雪を応援

高齢者の雪よせをお手伝い おおむね65歳以上のひとり暮らし、
または高齢者のみの世帯のかた
１週間に１回(１回１時間以内)
１回150円(生活保護世帯などの
かたは軽減措置があります)

お年寄りのかたで、宅地内の雪よせが大変な
かたに、シルバー人材センターの生活援助員が
お手伝いします。事前にお申し込みください。

ご注意！
＊屋根の雪下ろしや除雪車が通った後の雪のかたまり、
凍った雪の破砕などは対象となりません。
＊降雪量が多くなると依頼が集中するため、すぐに生活
援助員が行けない場合もあります。

申し込み

高齢福祉課tel(８６６)２０９５、または最寄り
の在宅介護支援センターへどうぞ。
なお、年末年始にあたる12月29日(水)～１月

３日(月)は申し込み・ご利用ができません。

除排雪に関することは
除排雪対策本部へどうぞ

tel(８６４)３６４３除排雪対策本部
(道路維持課)

●敷き鉄板などの障害物は取り外して

●路上駐車は
絶対に禁止！

●道路に雪を出さないで

●空き地をご提供ください

車庫前の段差をなくす鉄板などは、除雪車で
引っかけてしまうと周囲の物を傷つけてしま
うこともあり、大変危険です。

除排雪作業が後回し
や中止になってしま
います。

除雪した雪を置く場所がないと、道路の端に積
みあげていくしかありません。町内単位の雪の
置き場所として提供していただける土地があり
ましたら、ぜひご連絡ください。春に、市が責
任をもって清掃や補修をしてお返しします。

対
策
本
部
か
ら
の
お
願
い
で
す

対象者

利用回数

利用料

▼
▼

▼
▼



秋
田
市
が
除
雪
を
行
う
道
路
の
総
延
長
は
、

一
五
五
〇
㌔
。
こ
の
距
離
を
、
市
と
委
託
業

者
が
協
力
し
、
除
雪
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
除
雪
車
が
通
っ

た
後
に
た
ま
る
玄
関
先
や
車
庫
前
の
雪
の
処

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年

は
「
除
雪
車
が
い
つ
来
る
の
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
玄
関
先
や
車
庫
前
の
雪
寄
せ
に
対
応

で
き
な
い
」「
も
っ
と
早
め
に
除
雪
し
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
た
意
見
や
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
、

地
域
に
除
雪
車
の
出
動
日
を
知
ら
せ
る
た
め

の
連
絡
網
や
、
地
域
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
行

動
を
お
こ
せ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
地
域
の
人

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
除
排
雪
作
業
に
取
り

組
み
、
ほ
か
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

広
面
の
山
崎
団
地
町
内
会
で
は
昨
年
十
二

月
、
町
内
の
除
雪
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
除
雪

協
力
な
ど
を
活
動
内
容
に
盛
り
込
ん
だ
「
自

今
年
も
、
手
ご
わ
い
冬
将
軍
が
や
っ
て
く

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
冬
支

度
は
万
全
で
す
か
。

秋
田
市
で
は
、
冬
の
暮
ら
し
を
快
適
に
保

つ
た
め
、
行
政
と
市
民
、
企
業
が
三
位
一
体

と
な
っ
て
、
道
路
の
除
排
雪
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

主
防
災
組
織
」
を
設
置
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は

四
回
の
除
雪
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
町
内
会
長
・
木
谷
昇
さ
ん
は
「
組

織
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
市
か
ら
直
接
除

雪
の
連
絡
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
雪
の
多
い
日
は
、
こ
ち
ら
か
ら
市
に
除

雪
の
お
願
い
を
し
た
り
、
地
域
を
あ
げ
て
雪

寄
せ
に
取
り
組
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
こ
の
活
動
は
続
け
て
い
き
た

い
」
と
、
こ
の
冬
も
準
備
万
全
の
様
子
。

ま
た
、
新
屋
北
浜
町
の
一
部
の
班
で
は
、

二
月
に
市
か
ら
排
雪
用
の
ダ
ン
プ
を
借
り
て

小
路
の
雪
寄
せ
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
班
長

の
遠
藤
不
二
彦
さ
ん
は
「
昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪

寄
せ
に
は
、
班
内
の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
参

加
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
今
シ
ー
ズ

ン
は
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
ほ
か
の
班
に

も
呼
び
か
け
て
、
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
み

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

秋
田
市
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
が
増
え
る

よ
う
、
各
地
に
出
向
い
て
市
の
除
排
雪
対
策

の
現
状
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

意
見
や
要
望
に
耳
を
傾
け
、
除
雪
に
つ
い
て

同
じ
目
線
で
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
必
要
な
の
は
、
積
極
的

に
意
見
を
出
し
合
い
、
満
足
感
や
達
成
感
に

も
つ
な
が
る
よ
う
な
除
排
雪
対
策
を
、
行

政
・
市
民
・
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

今
年
も
、
行
政
と
市
民
、
企
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、
雪
国
あ
き
た
を
快
適
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

冬のあきたは
みんなが主役！！

地
域
の
力
が
一
つ
に

ど
う
し
た
ら
い
い
か
…

ま
ち
に
も
っ
と
関
心
を

★
郷
土
で
協
働
⑥

力を合わせれば町内の雪も一気に片づきました(山崎団地)

道路脇の雪を運び出して、通りやすい道に(新屋北浜町)

地域の除排雪に参加と協力を！

新
屋
地
区
で
は
、
町
内
会
長
と
市
の

担
当
者
、
地
区
の
除
雪
業
者
が
集
ま

っ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
除
雪
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

広報あきた　12月10日号0077
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今
回
は
、
今
年
、
全
国
的
に
起
き
た
出

来
事
を
取
り
上
げ
、「
へ
そ
ま
が
り
」
で

「
か
た
っ
ぱ
り
」
な
私
な
り
の
持
論
を
述
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
戯
言

た
わ
ご
と

と
し
て
受

け
止
め
て
く
だ
さ
い
。

（
か
た
っ
ぱ
り
〜
頑
固
、
へ
理
屈
語
り
と
い

う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
微
妙
な
秋
田
弁
？
）

今
年
は
全
国
的
に
熊
が
人
里
に
出
没
し

多
く
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
異
常
気
象

に
よ
る
も
の
と
か
、
山
奥
ま
で
開
発
が
進

ん
だ
せ
い
だ
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
今
年
の
出
没
件
数
は
昨
年

の
二
七
件
を
大
幅
に
超
え
る
一
二
七
件
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
人
身
被
害
も
二
件
あ
り

四
〇
頭
が
射
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
法
律
上
の
用
語
で
は
、
熊
を

射
殺
す
る
こ
と
を
有
害
鳥
獣
駆
除
と
言
い

ま
す
。
熊
も
古
代
か
ら
地
球
に
生
存
し
て

い
る
立
派
な
哺
乳
動
物
で
、
格
別
に
人
間

社
会
に
危
害
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
人
里
に

出
没
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
、
害
虫
な
み
の
「
駆
除
」
と
い

う
言
葉
で
始
末
す
る
の
は
、
い
か
に
も
人

間
様
の
一
方
的
な
論
理
の
よ
う
で
、
か
わ

い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
当
て
は

ま
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
、
こ
の
表
現
を

用
い
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

せ
め
て
足
柄
山
の
金
太
郎
や
桃
太
郎
童
話

な
み
の
「
退
治
」
と
い
う
言
葉
で
あ
れ
ば
、

熊
の
プ
ラ
イ
ド
も
許
す
の
で
し
ょ
う
が
…
。

今
年
の
全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
に
、
温
泉

関
連
の
事
件
が
あ
り
ま
す
。

湯
量
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に
温
泉
入

浴
剤
で
着
色
し
た
り
、
沸
か
し
湯
に
入
浴

剤
を
入
れ
て
温
泉
と
偽
っ
た
り
、
は
た
ま

た
温
泉
盗
掘
な
ど
、
温
泉
に
ま
つ
わ
る
不

正
行
為
が
一
気
に
表
面
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
指
導
・
規
制
の
盲
点

な
ど
行
政
側
の
責
任
も
浮
上
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
と
な
く
こ
の
問
題
に
は
心

情
的
に
ス
ト
ン
と
落
ち
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
不
正
行
為
は
文
字
ど
お
り
許
さ
れ

な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
特
に
食
品
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
生

命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
正
確
を
期
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
温
泉
と
い
う
も
の
に
対
し
て

そ
れ
ぞ
れ
抱
い
て
い
る
気
持
ち
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
掛
け
値
な
し
の
温
泉
と
、「
ま
あ
多

分
」
と
い
う
と
こ
ろ
と
は
、
そ
れ
と
な
く

区
分
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

何
も
か
も
行
政
が
規
制
す
る
社
会
は
窮

屈
過
ぎ
ま
す
し
、
行
政
と
い
え
ど
も
限
界

や
間
違
い
も
あ
り
得
ま
す
。

も
の
に
よ
っ
て
は
、
個
々
人
が
自
分
の

判
断
力
を
頼
り
に
賢
く
生
き
る
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
、
何
で
も
外
の
判
断
に
ば
か

り
頼
っ
て
い
る
と
人
間
本
来
の
生
命
力
が

弱
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
年
は
酉
年
、
み
な
さ
ま
に
は
、
よ
い

新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

市長●佐竹敬久

へ
そ
ま
が
り
の
一
言

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/

効能は？　心と体が温まれば…

熊
の
出
没

「
駆
除
」
で
は
か
わ
い
そ
う
！

温
泉
表
示

不
正
は
ダ
メ
な
の
で
す
が
…



電気工事業 伊藤兼治(下浜長浜字荒郷屋 60歳)
とび 小野博(下浜桂根字上ノ山 67歳)
建築大工 加藤喜久雄(大町五丁目 67歳) 佐藤鉄治(保
戸野原の町　69歳)
内装表具 齊藤桂一(土崎港北一丁目 63歳)
左官工 滝城富士夫(港北新町 63歳) 橋本博二(外旭川
八柳一丁目 69歳)
畳工 田口弘夫(手形田中 65歳)
洋服仕立業 羽川功(手形新栄町 62歳)
菓子製造 船木保郎(中通五丁目 69歳)
美容業 渡部富貴子(飯島松根東町 68歳)

調理師 岡崎徹(中通三丁目 45歳) 九島　美(外旭川八
幡田二丁目 56歳) 武藤芳樹(将軍野東四丁目 36歳)
造園工事業 佐々木吉秋(金足小泉字上前 58歳)
建築板金 佐藤剛(御野場新町二丁目 42歳)
建築大工 佐藤信勝(御野場新町一丁目 53歳)
生花小売業 佐藤政則(寺内蛭根三丁目 46歳)
車体整備 佐藤實(将軍野青山町 56歳)
建築塗装 出原晃(新屋松美ガ丘南町 58歳)
飲食業 照井恒夫(将軍野南五丁目 47歳) 深谷孝三(川
尻みよし町 54歳)
大工 古屋清正(茨島四丁目 56歳)
豆腐製造業 矢吹達夫(将軍野南四丁目 55歳)

優
秀
技
能
者
・
佐
藤
實
さ
ん(

車
体
整
備)

「
独
立
し
て
三
十
年
。
板
金
作
業
に
魅
せ

ら
れ
て
、
若
い
こ
ろ
は
よ
く
寝
ず
に
仕
事

に
没
頭
し
た
も
ん
で
す
。
単
な
る
部
品
交

換
じ
ゃ
な
く
、
車
の
構
造
を
研
究
し
て
ミ

リ
単
位
で
正
確
に
直
す
。
そ
れ
が
車
の
た

め
、
乗
る
人
の
た
め
の
整
備
で
す
」

経営概要

優
秀
技
能
者

「技能功労者」は60歳以上で30年以上の経験と優れた技
能を持ち、後進の指導・育成など他の模範となっているか
たに、「優秀技能者」は20年以上の経験があり、各種競技
大会入賞など、優れた技能を持っているかたに贈られます。
今年度は次の24人のかたがたに決まりました。

技能功労者、優秀技能者を表彰

確かな実績で
豊かな農業を担う

高い技術と優れた経営能力で地域農業の担い
手として確かな実績をあげている優秀農家のみ
なさん。今年は次のみなさんが受賞されました。

自立専業経営体部門
武藤真作さん

優秀賞
古木智裕(上新城小１年)
辻媛花(秋大附属小３年)
石井勇太(外旭川小４年)
藤田彩華(秋大附属小４年)
佐藤麻衣(飯島南小５年) 佐藤周平(秋大附属小
５年) 佐藤萌(築山小５年) 工藤実央(外旭川
小５年) 嵯峨千恵莉(外旭川小６年)

石塚香椰さんの作品

最優秀賞
石塚香椰(秋大附属小３年)

(豊岩)

水稲生産では、農地集積をはかり、基肥に
有機入化学肥料を使うなど、高品質米の生産
に積極的に取り組んでいます。大豆生産では、
前郷大豆生産組合の中核として、転作大豆の
栽培・機械化を一貫して進め、大豆の安定生
産に取り組んでいます。

経営概要

農業個人部門・女性農業者の部
小野淳子さん(外旭川)

水稲生産では、生産コストの削減と省力化、
高品質米の生産に努めています。また、地産地
消として、実習体験を行う「畑の学校」を開き、
農業への理解を深める活動を展開しています。

経営概要　水田830㌃　

阿部與四郎さん (下北手)

水稲単一経営。地力増進作物のすき込みなどを
行い、土づくりに努め、日々食味を考慮しながら、
良質米・高品質米の栽培をしています。また、下
北手通沢地区の受託農家の中心的な存在です。

長岡大豆組合 (下新城)

約12㌶で大規模な大豆の集
団転作を行っています。長岡

地区だけでなく、近隣地区の大豆生産を受託
するなど、北部管内で最大の大豆生産面積を
有し、地域全体に貢献しています。

概要　会員７人　平成14年設立

最
優
秀
賞 水田1,100㌃　

野菜ハウス260坪　
大豆25㌶(集団)

優
秀
賞 水田710㌃　

花きハウス150坪

農業個人部門・男性農業者の部

農業地域活性化部門

児
童
図
画
部
門
＝
敬
称
略
＝

櫻井藤市(前列左)
田村知子(前列左から２人目)

社会福祉事業功労者とし
て厚生労働大臣から表彰さ
れたみなさんです。

厚生労働大臣表彰

受賞おめでとう
民生委員
児童委員

原田健(後列右)

民生委員
優良活動団体

泉地区民生児童委員協議会　
富樫清弘会長(前列右から２人目)

共同募金運動奉仕者 貝正之(前列右)

社会福祉事業施設従事者
保坂由美子(後列左)
越中谷キミ子(後列中央)

福祉事務所職員

優秀
農家
優秀
農家

＝敬称略＝

技
能
功
労
者
＝
敬
称
略
＝

＝
敬
称
略
＝

09 広報あきた　12月10日号

▲

▲

▲
▲
▲

▲

▲
▲
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12月30日(木) 土・日・祝日ダイヤ
12月31日(金) 土・日・祝日ダイヤ、一部特別ダイヤ
１月１日(土) 特別ダイヤ
１月２日(日)・３日(月) 土・日・祝日ダイヤ、一
部特別ダイヤ

粗大ごみ申し込み専用tel(865)5300

●年末は12月28日(火)まで、年始は１月４日
(火)から受け付けと収集を行います。

●粗大ごみ収集は、年末年始を除き冬期間
も行っていますのでご利用ください。

バ
ス
ダ
イ
ヤ

●31日(金)の午後７時01分以
降、起終点を出発する浜田・
下浜・豊岩線は運休します。

12月29日(水)・30日(木)・31日(金)
土・日・祝日ダイヤ

窓口は

12月31日(金)から１月３日(月)までお休みです

●12月29日(水)・30日(木)の開庁時間 午前８時30分～午後５時15分

バスで忘れ物をしたら…市営バス 交通局中央営業所tel(862)3899 中央交通 秋田営業所tel(823)7731

市役所玄関・土崎支所・秋田テルサ・市民サービスセンタ
ー(アルヴェ１階)にある自動交付機は、次の期間休止します。

ごみ集積所周辺の
除排雪をお願いします

●婚姻届、出生届、死亡届などの戸籍の届出は、休みの日も本庁、
土崎支所、新屋支所の守衛室で受け付けます。

本庁窓口 土崎支所
新屋支所市民課　国保年金課　市民税課　納税課　資産税課

保護課　障害福祉課　児童家庭課　高齢福祉課

tel(863)2222 tel(845)2261(代表)

tel(888)8080

●年始ダイヤの時刻表はバス車内、中央営
業所・案内所などでさしあげます。

●31日(金)は、午後８時以前に各起点・終点
を出発する便までは運行しますが、その
後は運休します。

１月１日(土)～３日(月) 年始特別ダイヤ

12月23日(木)…「家庭ごみ」のみ
１月10日(月)…「家庭ごみ」と「資源化物」

「家庭ごみ」収集 12月30日(木)まで
「資源化物」収集 12月28日(火)まで
年始の「家庭ごみ」「資源化物」 １月４日(火)から

祝日のごみ収集

■市民サービスセンター(アルヴェ１階)も、12月29日(水)から１月３
日(月)まで休館します。また、１月８日(土)から10日(月)まで、市町
合併に伴う準備作業のため休館します。tel(887)5320

●住民票●印鑑登録証明書

自動交付機が休止

●年末は12月30日(木)まで、年始は１月４日(火)か
らくみ取りを行います。

●定期収集の日程が、年末年始の休みのため多少
変更になる地域がありますのでご了承ください。

●臨時のくみ取りは早めに担当業者にご連絡を。
●降雪時のくみ取り口の除排雪をお願いします。

(平日の午前９時～午後４時)

※定額制料金でくみ取りのご家庭は、人数に変更があっ
た場合、速やかに担当業者にご連絡ください。

年末年始の市役所

市
営
バ
ス

交
通
局
管
理
課tel (

８
６
２)

３
８
９
２

中
央
交
通

秋
田
営
業
所tel (

８
２
３)

７
７
３
１

ご
み
収
集

資
源
化
物

家
庭
ご
み

環境業務課tel(863)6631 し
尿
く
み
取
り

向浜事業所tel(865)1107

粗
大
ご
み

■上記の本庁窓口以外の課は、12月29日(水)から休み

自動交付機の
休止期間

市役所玄関・土崎支所・秋田テルサ…12月31日(金)から１月３日(月)まで
市民サービスセンター…12月29日(水)から１月３日(月)まで
すべての自動交付機…市町合併に伴う準備作業のため、１月８日(土)から10日(月)まで

問い合わせ

問い合わせ

安全なごみ出しと
収集作業のために、

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

買物回数券の利用…12月29日(水)～１月３日(月)は終日ご利用できます。

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲ ▲

▲
▲
▲

▲

▲

▲



12月の土日・祝日に、市庁舎２階の納税課で市税(市県民税・
固定資産税・軽自動車税など)の納付を受け付けます。納税相談
にも応じますので、どうぞご利用ください。tel(866)2058

12月18日(土)・19日(日)・23日(木)・25日(土)・26日(日)・29日(水)・30日(木)

窓口開設日（午前８時30分～午後５時15分）

12月の土日・祝日に納税窓口を開設します

◆おもな施設の年末年始の休館日

急がずに
マナーとゆとりで
交通安全
年末の交通安全
県民総ぐるみ運動
12月11日(土)～20日(月)

県内では、11月中に交通死亡
事故が連続して発生し、１か月
で15人が犠牲となる非常事態と
なりました。これ以上犠牲者を
増やさないため、年末のこの時
期、気を緩めずに交通安全を心
がけましょう。

高齢者の交通事故防止

交通事故死者数の約６割が高齢者。
運転する際は、高齢の運転者や歩行
者などを見かけたら思いやりのある
安全運転を心がけましょう。また、
夕暮れ時や夜間に外出する際は、明
るい服装と反射材を着用しましょう。

ちょとえげば
横断歩道あるねしか
高齢者の交通安全「秋田弁川柳」
最優秀賞 佐藤明子さん(秋田市)

飲酒運転の徹底追放

12月は飲酒運転追放県民運動強
調月間。飲酒の機会が多くなるこの
時期、一人ひとりが、飲酒運転は
「絶対にしない・させない」という
強い意志を持つことが大切です。

コデラェネ
その一杯が 命とり
高齢者の交通安全「秋田弁川柳」
佳作 中川貞子さん(秋田市)

スリップによる交通事故防止

スリップ事故が発生しやすいの
は、カーブ、交差点付近、下り坂、
橋の上、トンネルの出入口付近、濡
れた路面の日かげ部分です。
スリップ事故を防ぐため、安全速

度を守り、車間距離を保ちましょう。

※

※

※県では、高齢者の交通事故防止のため、
「秋田弁川柳」を募集しました。その中
の作品です。

11 広報あきた　12月10日号

※市立病院　救急外来は年末年始も24時間受け付けています。
※中央卸売市場　12月30日(木)は、花き部門のみ休み。
※秋田駅前公営駐車場　冬期間の自転車・バイクの保管もできますのでご利用くださ
い。

※秋田テルサ　12月29日(水)・30日(木)、１月２日(日)・３日(月)の利用時間は午前９時
～午後４時30分です。

※サンライフ秋田　12月29日(水)・30日(木)、１月２日(日)・３日(月)の利用時間は午前
９時～午後４時30分です。１月２日(日)はプールは利用できません。

※文化会館(利用受け付け) ２月分地下練習室など…１月５日(水)午前９時から受け
付け　使用日の６か月前から受け付けできる施設…休館中の申し込み分は、１月
５日(水)午前11時から受け付け　

※久保田城御隅櫓　12月29日(水)～３月31日(木)は冬期休館。ただし元旦のみ午前９時
から午後４時まで開館します。御物頭御番所は、来年３月31日(木)まで冬期休館。
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医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
就
業
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
か
た
は
、
平
成
16

年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
保
健
所
に
届
け

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出
票
を
12
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
勤
務
先
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
資

格
を
持
ち
、
現
在
勤
め
て
い
な
い
か
た
は
、

保
健
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
保
健
所
保
健
総
務
課

tel (

８
８
３)

１
１
７
０

満
70
歳
以
上
の
か
た
は
、
市
交
通
局
と
秋

田
中
央
交
通
の
路
線
バ
ス
で
使
え
る
１
冊
千

円
分
の
高
齢
者
専
用
回
数
券(

ゆ
う
ゆ
う
乗

車
券)

を
、
半
額
の
１
冊
500
円
で
購
入
で
き

ま
す
。
購
入
は
月
に
５
冊
ま
で
。
な
お
、
こ

の
回
数
券
は
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
、
高
速
バ
ス
、

定
期
観
光
バ
ス
、
羽
後
交
通
バ
ス
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

ゆ
う
ゆ
う
乗
車
券
を
購
入
す
る
と
き
は
、

高
齢
者
バ
ス
優
遇
資
格
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。
申
請
は
、
高
齢
福
祉
課
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、(

火
〜
金
曜
日
の
み)

、

土
崎
・
新
屋
支
所
の
窓
口
で
ど
う
ぞ
。
各
地

域
セ
ン
タ
ー
で
も
取
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課tel (

８
６
６)

２
０
９
５

平
成
17
年
１
月
11
日
(火)
か
ら
20
日
(木)
ま

で
、
市
町
合
併
に
伴
う
準
備
作
業
の
た
め
、

次
の
手
続
き
を
停
止
し
ま
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
な

ど
　
▼
広
域
交
付
住
民
票
の
交
付
　
▼
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
付
記
転
出
・
転
入

▼
電
子
証
明
書
の
申
請
・
交
付
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
住
民
記
録
担
当

tel (

８
６
６)

２
０
１
８

事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
償
却
資
産
を
市

内
に
所
有
し
て
い
る
か
た
に
、
12
月
中
に

「
平
成
17
年
度
償
却
資
産
申
告
書
」
を
お
送
り

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１
月
31
日

(月)
ま
で
、
資
産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
い
か
た
は
、
資

産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
償
却
資
産
担
当

tel (

８
６
６)

２
８
３
６

市
立
秋
田
総
合
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
る
あ
た
た
か
い
、
心
の
通
い
合
う

医
療
の
実
現
に
協
力
し
て
く
れ
る
「
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

①
外
来
患
者
の
案
内
　
②
自

分
で
創
作
し
た
生
け
花
、
絵
画
な
ど
を
展

示
・
管
理
す
る
ア
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
活
動
時
間
　
平
日
の
都
合
の
よ
い
日
に
、

①
は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
②
は
午
後

１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

■
要
件

心
身
と
も
に
健
康
な
か
た(

性
別
、

年
齢
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん)

。
採
用
後
は

秋
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す

●
申
し
込
み

市
立
秋
田
総
合
病
院
窓
口
に

あ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
申
請
書
」
に
必

要
事
項
を
書
い
て
医
事
課
へ
。

tel (

８
２
３)

４
１
７
１(

内
線
２
１
６
１)

平
成
17
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や

物
品
の
入
札
に
参
加
す
る
業
者
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
。
申
請
要
領
と
申
請
用
紙
は
契
約
課

窓
口
の
ほ
か
、
契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
外
の
建
設
業
者

用
と
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用
の
申
請
用
紙

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
ま
す

４

５
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
を
め
ざ
し
て

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

医
療
従
事
者
の
か
た
は

届
け
出
を

１

３
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

電
子
証
明
書
の
手
続
き

を
一
時
停
止
し
ま
す

６
建
設
工
事
や
物
品
の

入
札
参
加
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け

12月は「市税完納強調月間」です。
納期限の過ぎた市税をまだ納めてい
ないかたは、12月中に納付するよ
うお願いします。市税の納付には便
利な口座振替をご利用ください。

納期限は１月４日(火)

問い
合わせ

納税課tel(866)2059
国保年金課tel(866)2189

市税の納期内納付にご協力を
納税で 築く建都の 四○○○○年

今月が
納期の
市税

固定資産税第３期
国民健康保険税第６期

２
高
齢
者
バ
ス
専
用
回
数
券

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲
▲



は
、
東
北
建
設
協
会
秋
田
支
所tel (

８
２
３)

３

１
４
８
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
17
年
度
か
ら
、
水
道
局
発
注
の
建

設
工
事
、
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
、

工
事
用
資
材
に
つ
い
て
も
、
契
約
課
で
登
録

し
た
業
者
に
発
注
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
水
道

局
の
み
に
登
録
し
て
い
た
か
た
は
、
契
約
課

へ
の
申
請
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
お
よ
び
水
道
局
発
注
の
建
設
工
事
、
測

量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
　

受
付
期
間
▼
１
月
12
日
(水)
〜
２
月
10
日
(木)
の

平
日

受
付
場
所
▼
契
約
課
工
事
契
約
担

当tel (

８
６
６)

２
１
６
５

市
お
よ
び
水
道
局
発
注
の
物
品
、
工
事
用
資
材

受
付
期
間
▼
12
月
13
日
(月)
〜
１
月
14
日
(金)
の

平
日
　
受
付
場
所
▼
契
約
課
用
度
担
当

tel (

８
６
６)

２
０
２
２

契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/default.htm

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
を
、
こ
れ
ま
で
の
３
万
円
か
ら
、
２
万

５
千
円(

消
費
税
別)

に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

と
き
／
12
月
16
日
(木)
午
後
１
時

と
こ
ろ
／
市
旧
職
員
会
館
２
階
中
会
議
室

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
納
税
課
納

税
担
当
へ
。tel (

８
６
６)

２
０
５
８

７
最
低
公
売
価
格
が
２
万
５
千
円
に

電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す

こんなとき感染 カキなどの二枚貝を十分に加熱
しないまま食べたとき　 用便後の手洗いが十分
でない感染者が作った料理を食べたとき　 感染
者のおう吐物が乾燥し、舞い上がって口に入った
とき

感染すると…おもな症状は下痢、はき気、おう吐、
腹痛、発熱(38℃以下)などで、風邪の症状に似てい
ます。ウイルスが体内に入ってから、発症までは
24～48時間くらい。

カキなどの二枚貝は十分に加熱して！
トイレの後、食事の前は必ず手を洗う

12月13日(月)から12月24日(金)まで、市役所
３階の人事課で受け付けます
人事課人事厚生担当tel(866)2012

受験
資格

昭和40年４月２日以降に生まれ、獣医師免
許を有するかた、または平成16年度中に行
われる国家試験において同免許を取得見込
みのかた

試験

試　験
案内書

試験案内書は、市役所１階案内窓口、人事
課、秋田市東京事務所でさしあげています。
必ず「試験案内書」をご覧になり、案内書
に従って手続きをしてください

受付

上級獣医師

市職員の採用試験

職務内容は食肉衛生検査所などにお
ける専門技術的業務。採用予定人数は
２人です。

試 験 日 １月16日(日)
試験会場 市職員研修棟
試験方法 専門試験(論述式)、面接試験

受付期間 12月13日(月) 24日(金)
市民活動団体が活発に活動できるよう、各団体の

パンフレット、発行チラシなどをファイルにして、
アルヴェ３階市民交流サロンで紹介します。
紹介を希望する団体は、市民交流サロンへ直接フ

ァイルをお持ちください。詳しくはお問い合わせを。

問　い
合わせ

市民交流サロンtel(８８7)5312
秋田市民交流プラザ管理室tel(８８7)5310

市民活動団体のパンフ
などをアルヴェで紹介

あなたの想い、アルヴェから発信しませんか

冬場は特に注意！

ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は冬
場に多く発生します。保育所や学校、老人保健施
設などの集団生活の中では、集団発生につながる
ことも…。ノロウイルスの予防策は？

ノロウイルスノロウイルス

●乳幼児の下痢便にはウイルスが大量に含まれ
ていることが…。おむつの取扱いに十分注意
を！

家庭や学校、保育所、老人保健施設などでは…

食品を取り扱う施設の従事者は…
●下痢やおう吐などの症状があるときは、食品
を直接取り扱う作業はしないようにしましょ
う

問い合わせ
市保健所衛生検査課tel(883)1181
〃 健康管理課tel(883)1180

●おう吐やふん便の処理は、使い捨てのマス
クと手袋を使い、汚物中のウイルスが飛び
散らないようビニール袋などに密閉処理し、
除去後は塩素系漂白剤(次亜塩
素酸ナトリウム)を浸したぞう
きんで拭き取りましょう。処理
後は薬用石けんでしっかりと手
を洗い、うがいをしましょう

●常日ごろからトイレの後や食品を取り扱う
ときは手洗いを徹底しましょう

二
次
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に

13 広報あきた　12月10日号

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
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寒
さ
の
厳
し
い
、
十
二
月
か
ら
二
月
下
旬
ま
で
は
、
水
道
管
や

じ
ゃ
口
の
凍
結
に
注
意
！

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
（
風
当
た
り
の
強
い
所
は
、
マ
イ

ナ
ス
一
度
〜
マ
イ
ナ
ス
二
度
）
や
、
一
日
中
氷
点
下
の
真
冬
日
が

続
い
た
と
き
は
、
水
道
管
が
凍
結
し
た
り
破
裂
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
完
全
に

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
簡
単
に
解
凍
で
き
ま
せ
ん
。

本
格
的
な
冬
が
来
る
前
に
、
じ
ゃ
口
や
水
抜
き
栓
な
ど
の
給
水

装
置
の
点
検
を
行
う
な
ど
、
寒
い
冬
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

露出している水道管は要
注意！水道管に保温材を
巻きましょう。

布きれ・発泡スチロールなど
で覆い、濡れないようにその
上からビニールテープを巻き
ましょう。

水抜き（凍り止め）をしっかりと。
水を出した状態で水抜き栓のハンドルを完全に閉めます。
水抜き栓のハンドルの開け閉めは完全に行いましょう。中途半端な操作
は漏水の原因となり、水道料金が高くなります。

メーターボックスに保温
材を入れましょう。

親指大くらいの大きな発泡ス
チロールなどを入れます。凍
結防止の発泡スチロールはお
近くのホームセンターなどで
購入できます。

温水器や、湯沸かし器、ボイラーの水抜きを忘れずに。３

２

２

１

１

４

水
道
の
冬
じ
た
く
●
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

水道管にタオルなどを巻き付けて、熱めの
お湯（約70～80度）をゆっくりかけます。

部屋全体を暖かくし、ヘアードライヤー
の熱風をかけます。

それでも、水が出ない！
『秋田市指定給水装置工事事業者』へ依頼してください。
解凍作業は有料です。目安として１つのじゃ口につき１万円程度かかります。
なお、アパートなどにお住まいのかたは、管理会社や大家さんに連絡のうえ依頼して
ください。

水
道
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
に
雪
を
寄
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
雪
が

あ
る
と
、
お
客
さ
ま
の
「
水
道

使
用
量
・
料
金
等
」
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
や
、
漏
水
の
発
見

な
ど
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
上
に
雪
を
寄
せ
な
い
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

長
期
間
使
用
し
な
い
空
き

家
や
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

空
室
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

忘
れ
ず
に
水
抜
き
し
ま
し

ょ
う
。

こ
こ
数
年
、
空
き
家
な
ど
で
凍

結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

転
居
す
る
と
き
は
、
水
抜

き
を
忘
れ
ず
に
!!

冬
期
間
は
、
凍
結
に
よ
る
破
裂

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

凍
結
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

tel（
８
２
３
）
８
４
３
１

熱めのお湯
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突
然
の
地
震
は
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

現
在
、
水
道
局
で
は
水
道
施
設
の
耐
震

化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
大
規

模
な
地
震
発
生
直
後
は
、
一
時
的
に
水
道

が
止
ま
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
各
ご
家
庭
で
も
日
ご
ろ
か
ら
地
震

に
対
し
て
備
え
て
お
く
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

飲
料
水
の
確
保

生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
水
の

量
は
、
一
人
一
日
三
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。地
震
に
よ
り
断
水
に
な
っ
た
場
合
、

応
急
給
水
体
制
が
整
う
ま
で
は
、
各
ご
家

庭
で
水
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
食
料
と
同
じ
よ
う
に
、
飲
料
水
も
最

低
三
日
分
は
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
の
く
み
置
き
方
法

清
潔
で
フ
タ
の
で
き
る
容
器
に
、
空
気

が
残
ら
な
い
よ
う
に
口
元
い
っ
ぱ
い
ま
で

水
道
水
を
入
れ
ま
す
。
し
っ
か
り
フ
タ
を

閉
め
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
場
所
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

保
管
し
て
お
い
た
水
道
水
は
、
消
毒
作

用
の
あ
る
塩
素
が
徐
々
に
無
く
な
り
ま
す

の
で
、
三
日
に
一
回
は
入
れ
替
え
ま
し
ょ

う
。
古
く
な
っ
た
水
道
水
は
、
洗
濯
や
掃

除
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
タ
を
開
け
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
新

し
い
水
に
入
れ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

お
風
呂
の
水
も

有
効
に

お
風
呂
の
残
り
湯
は
災
害
時
に
い
ろ
い

ろ
な
用
途
に
使
え
ま
す
の
で
、
す
ぐ
流
し

て
し
ま
わ
ず
に
貯
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
火
用
水
や
、
断
水
の
際
に
ト
イ
レ
の
流

し
水
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

一
番
近
い

給
水
拠
点
の
確
認
を

地
震
に
よ
り
断
水
し
た
場
合
は
、
災
害

時
給
水
場
所
に
な
っ
て
い
る
市
内
二
十
三

の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
給
水
を
行
い
ま

す
（
左
表
参
照
）。

一
番
近
い
給
水
拠
点
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

３日分

応
急
給
水
用
容
器
の

準
備

飲
料
水
を
確
保
す
る
清
潔
な
ポ
リ
容
器

な
ど
を
準
備
し
て
お
く
と
、
給
水
車
か
ら

応
急
給
水
を
受
け
る
と
き
便
利
で
す
。

ポ
リ
容
器
は
、
水
が
入
る
と
以
外
に
重

く
感
じ
る
も
の
で
す
。
持
ち
運
ぶ
こ
と
を

考
え
て
形
や
大
き
さ
な
ど
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

停
電
に
よ
り
水
が

使
え
な
い
こ
と
も
…

受
水
槽
方
式
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な

ど
は
、
停
電
の
影
響
で
水
を
送
る
た
め
の

ポ
ン
プ
が
停
止
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
ポ
ン
プ
の
手
前
に
あ
る
じ
ゃ
口

（
散
水
栓
）
か
ら
給
水
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
建
物
の
管
理
人
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

地
震
の
と
き
は

じ
ゃ
口
も
閉
め
る

地
震
発
生
時
は
あ
わ
て
が
ち
に
な
り
ま

す
が
、
避
難
す
る
と
き
に
は
、
火
の
始
末

と
同
時
に
じ
ゃ
口
も
閉
じ
て
い
る
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
断
水
し
た
場
合
、
じ
ゃ

口
が
開
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
、
水

道
が
復
旧
し
た
と
き
に
家
の
中
が
水
浸
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

《災害時の給水場所》
秋田北中学校 上新城小学校 太平小学校

土崎中学校 飯島中学校 城東中学校

将軍野中学校 外旭川中学校 桜小学校

泉中学校 秋田東中学校 下北手中学校

秋大附属中学校 聖霊短大付属高校 城南中学校

山王中学校 秋田南中学校 御野場中学校

勝平中学校 秋田西中学校 御所野小学校

下浜中学校 豊岩中学校

1.5
リ
ッ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２
本
分
相
当
の
水

家
族
の
人
数

×

×
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決
算
の
あ
ら
ま
し

平成15年度
水道事業

水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
を

お
も
な
収
入
と
し
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
は
、
節
水
意
識
の
定
着
に
加
え
、
冷
夏
な
ど
天

候
に
よ
る
影
響
で
、
料
金
収
入
が
前
年
度
に
比
べ
約
七
千
万
円
減

少
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
費
の
節
減
な
ど
内
部
努
力
に

努
め
た
結
果
、
約
一
億
二
千
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
安
心
し
て
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
経

費
の
節
減
と
適
切
な
事
業
選
択
を
行
い
、
よ
り
一
層
、
経
営
の
効

率
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。■安定給水確保のための事業

①　古くなった配水管を取り替えたり、水の出が悪い
地区に新たに配水管を整備しました。またこれに
あわせ、鉛製給水管の取り替えも行いました。

（配水管整備事業）
②　地震などの災害時でも安定して給水できるように

実施してきた手形山配水池の増設工事（３年間の
継続事業）が完了しました。

（緊急時給水拠点確保事業）
③　浄水場や配水幹線など水道の基幹的施設を整備し

ました。 （施設改良事業）

■老朽給水管解消工事のための
融資あっせん制度の創設
平成15年4月から鉛の水質基準が強化されたことにと
もない、個人財産である鉛製給水管をはじめとする老
朽給水管の取り替えを促進する制度を創設しました。

●給水人口　・・・・・・　313,534人
●給水世帯　・・・・・・　125,429世帯
●普及率　・・・・・・・　99.0％
●年間総給水量　・・・・　40,612,296ｍ3

●１日最大給水量　・・・　128,376ｍ3

●１日平均給水量　・・・　110,963ｍ3

水道施設を整備するための費用
【資本的収支】（消費税込み）

平成15年度のおもな事業

平成15年度業務実績

水道料金100円の使いみち（消費税抜き）

水道水をつくり皆さまへお届けするための費用
【収益的収支】（消費税抜き）



水道についてのご相談・お問い合わせは、水道局サービスセンター　tel(823)8431

「水道の広場」では皆さまからの、ご意見・ご感想・ご質問などをお待ちしています。

宛先／〒010－0945 秋田市川尻みよし町14－8 水道局総務課企画係　tel(８２３)８４３４　ＦＡＸ(８２４)７４１４
e-mai l ro-wtmn@ci ty .ak i ta .ak i ta . jp

また、水道局ホームページでは水道に関するさまざまな情報を閲覧できますので、ぜひご利用ください。

http: / /www.c i ty .ak i ta .ak i ta . jp /c i ty /wt

17 広報あきた　12月10日号

水
道
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

水
道
を
使
用
さ
れ
る
か
た
か

ら
の
意
見
、
要
望
、
情
報
な

ど
を
幅
広
く
お
聴
き
し
な
が

ら
水
道
事
業
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
設
け
て

い
る
制
度
で
す
。

秋
田
市
の
水
道
は
、
雄
物
川
の
水
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
が
、

遠
く
離
れ
た
玉
川
ダ
ム
に
も
水
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
十
月
十
四
日
、
水
道
モ
ニ
タ
ー
が
玉
川
ダ
ム
の
施
設

を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

田
沢
湖
町
に
あ
る
玉
川

ダ
ム
は
、
洪
水
の
調
整
、

か
ん
が
い
用
水
の
補
給
、

工
業
用
水
の
供
給
、
河
川

環
境
保
全
な
ど
の
た
め
の

流
量
の
確
保
、
発
電
、
上

水
道
用
水
の
供
給
を
目
的

と
し
て
、
平
成
二
年
に
完

成
し
ま
し
た
。

秋
田
市
は
、
玉
川
ダ
ム

に
水
道
用
水
と
し
て
一
日

最
大
十
一
万
千
六
百
立
方

の
水
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

雄
物
川
と
あ
わ
せ
十
分
な

水
量
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
渇
水
時
に
も
安

定
し
て
、
水
を
供
給
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

玉
川
ダ
ム
に
訪
れ
る
機
会
が
な
か

っ
た
の
で
、
今
回
の
見
学
会
は
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

実
際
に
ダ
ム
の
上
に
立
っ
て
見
る

と
、
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か

に
大
き
い
ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ダ
ム
の
水
も
多
く

の
目
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に

大
雨
後
の
洪
水
の
調
整
に
は
気
を
つ

け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
秋
田
市
民

の
飲
み
水
も
充
分
に
確
保
さ
れ
て
お

り
安
心
し
て
水
道
水
を
使
用
で
き
ま

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
駄
に
使

用
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
な
け
れ
ば

と
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外

に
朝
一
番
や
旅
行
な
ど
で
留
守
に
し

た
と
き
の
最
初
の
水
は
、
ご
家
庭
の

水
道
管
に
長
い
あ
い
だ
滞
留
し
た
水

で
す
。
安
全
の
た
め
の
残
留
塩
素
が

な
く
な
っ
た
り
、
給
水
管
に
鉛
が
使

わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
鉛
が
溶
け

だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通

常
の
使
用
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
長
時
間
使
用
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
バ
ケ
ツ
一
杯
く
ら
い
の
水
を
飲

み
水
以
外
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

ニ
セ
調
査
員
に
ご
注
意
を

水
道
工
事
を
実
施
し
て
い
る
周
辺

で
「
工
事
に
よ
り
水
が
濁
る
の
で
、

浄
水
器
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
言
っ
て
、
ご
家
庭
を
訪
問
す

る
不
審
者
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
道
局
で
は
、
浄
水
器
の
販

売
や
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
か
ら
ご
依
頼

の
な
い
限
り
、
水
抜
き
栓
や
水
質
検

査
の
た
め
の
訪
問
、
訪
問
や
電
話
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
局
の
職
員
は
、
必
ず
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。も
し
、

不
審
な
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
身

分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
た
り
、
水

道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
水
道
局
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
﹈

tel

（
８
２
３
）
８
４
３
１

モ
ニ
タ
ー
の
感
想

玉川ダムの豆知識

●ダムの高さは100ｍ
（約30階建てのビルに相当）

●ダム湖の面積は8.3km2

（東京ドーム約177倍の広さ）

●有効貯水量は2億2，900万m3

（25mプール約68万杯分に相当）

メ
ー

ト
ル
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インフルエンザ予防接種は、高齢者の発病防止や病気の重症
化防止にとても有効です。ワクチンが十分な効果を維持する期
間は、接種後約２週間後から５か月ですので、流行前に接種す
ることをおすすめします。
県内の登録医療機関であればどこでも接種できますが、市外

の医療機関で接種する場合、秋田市と契約していない医師がい
るときなど、状況によって接種料金が異なりますので、事前に
各医療機関または健康管理課へご確認ください。

なお、予約が必要な病院もありますので、あらかじ
め各病院へお問い合わせください。

脳卒中は脳血管の異常が原因です。意識の障害、ろ
れつが回らない、言葉が理解できない、手足の麻痺や
感覚の異常、頭痛、吐き気などが突然起こる病気で、
脳の血管がつまってしまう「脳梗塞

こうそく

」、脳の中の血管が
破れる「脳出血」、脳の表面を走る動脈にできた瘤

こぶ

が破
裂する「くも膜下出血」があります。症状が残ること
が多いため「寝たきり」になる最大の原因です。残念
ながら秋田県は今でも脳卒中死亡率日本一。なんとか
して不名誉な県民病である脳卒中を克服したいもので
す。

大切なことは、動脈硬化の危険因子を避けることで
す。喫煙、大量飲酒、肥満、運動不足、偏

かたよ

った食事を
避けるようにしましょう。すでに高血圧、糖尿病、高
脂血症、低コレステロール血症、心房細動などの脳卒
中の危険因子を持っている人は、それらを上手にコン
トロールすることが大切です。

脳卒中の治療は時間との戦いです。
脳梗塞では、血管に詰まった血の固まりを溶かした

り、梗塞になってしまった脳組織から発生する有害物
質を除いて脳を保護したりなど、新しい治療法が開発
され成果を上げています。しかし、脳梗塞になってか
ら長時間たつと回復不可能なダメージを受けてしまう
ため、新しい治療法も効果がありません。逆に発症後
３時間以内に治療を開始できれば劇的に症状が改善す
ることがあります。
脳出血では、発症してから３時間は出血が続いてしま

うことが多く、放置すると、どんどん脳組織が破壊され
ます。
くも膜下出血では、動脈瘤が破裂してから３時間以内

に再破裂が起こりやすいのですが、再破裂により命とり
となったり、重大な障害を残すことが知られています。
当院にいらした脳梗塞の患者さんで、発症３時間以

内に来院されたのはわずか32％で、貴重な治療のタイ
ミングを逃しているかたが７割近くいました。
脳卒中を疑う症状があったら、何をおいても専門の

病院に向かいましょう。

このコーナーでは、みんなが健康で元気
に過ごすために必要な、ドクターからの
ちょっとしたアドバイスを紹介します。今月のドクター

三河茂喜
(市立秋田総合病院 脳神経外科科長)

先生

一刻も早い受診を…脳卒中
不名誉な県民病

キーワードは「３時間」

脳卒中を防ぐためには？

健康保険証、生活保護受給者証明書、上記
の疾患を証明するもの(身体障害者手帳)

65歳以上のかた
60歳以上65歳未満のかたで心臓や腎臓、
呼吸器の機能障害または、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能障害(身体障
害者手帳１級程度)が認められるかた　

対
象
者

秋田市に住民票のあるかたで市内で接種す
る場合は1,000円。市外での接種は医療機
関へ直接問い合わせてください。
生活保護受給者は無料です。

インフルエンザ
予防接種を受けましょう！

持
ち
物

接
種
料
金

高齢者のみなさん

健康管理課予防接種担当te l (883)1179問い合わせ

ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/hm/inful-kourei.htm

予防接種後30分は医療機関で様子をみる
予防接種後24時間は副反応の出現に注
意し、観察する
予防接種当日の入浴は差し支えないが、
過激な運動や大量の飲酒は避ける

接種期間は
１月31日まで

注射した
あとは…



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。別冊をまだお持ちでな
いかたは、市民課、土崎支所、新屋
支所、市民サービスセンター(アル
ヴェ１階)へどうぞ。市保健所保健
予防課tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査＝
４・７・10か月になった日から１
か月以内のお子さんを対象に、母
子健康手帳別冊に記載されている
市内の委託医療機関(ひがし稲庭ク
リニックを除く)で行っています

10月から、１歳６か月児と３歳
児健診の会場の地区割りが下記の
とおり変わっています。
なお、アルヴェおよび周辺には

無料駐車場がありませんので、公
共交通機関などをご利用ください。

■１歳６か月児健康診査＝平成15
年６月生まれのお子さんが対象で
す。初日は混雑しますので、地区
割りを確認して対象となる日に直
接会場へどうぞ。都合が悪く、受
診できないかたはご連絡ください。
また、２歳未満のお子さんまで受
診できますので、まだ受けていな
いかたもご連絡ください。当日は、

母子健康手帳と別冊、バスタオル
をお持ちください。受付時間は午
後零時45分～１時30分。
中央地区 １月12日(水)、市保健セ
ンター　東部・南部①(左下表参照)
地区 １月13日(木)、アルヴェ２階多
目的ホール 北部地区 １月14日
(金)、土崎支所　南部②(左下表参
照)・西部地区 １月18日(火)、市
保健センター
■３歳児健康診査＝平成13年７月
生まれのお子さんが対象です。初
日は混雑しますので、地区割りを
確認して対象となる日に直接会場
へどうぞ。都合が悪く、受診でき
ないかたはご連絡ください。 ま
た、４歳未満のお子さんまで受診
できますので、まだ受けていない
かたもご連絡ください。当日は、
母子健康手帳別冊にある３歳児健
康診査用アンケートと尿検査セッ
ト(尿を容器に採って)、母子健康手
帳をお持ちください。受付時間は
午後零時45分～１時30分。
中央地区 １月19日(水)、市保健セ
ンター　東部・南部①(左表参照)地
区 １月26日(水)、アルヴェ２階多目
的ホール　北部地区 １月27日(木)、
土崎公民館　南部②(左表参照)・西
部地区 １月28日(金)、市保健セン
ター

気分リフレッシュ！　昼食、託児
付き。お子さんなしでも大歓迎！
とき／12月21日(火)午前11時～正午
ところ／ザ・ブーン　
料金／1,800円(お子さんなしの場
合は1,500円) 定員／先着20人
●申し込み　12月17日(金)までクア
ドームザ・ブーンtel(827)2301

就学前のお子さんと保護者が対
象です。参加無料。直接会場へど
うぞ。tel(887)5340
おはなし会 子育てボランティア
による絵本の読み聞かせなど。12

月14日(火)午前10時30分～11時、
子ども未来センターで
ハッピークリスマスコンサート 子
どもたちの大好きな曲をエレクト
ーン演奏と歌で楽しみます。12月
22日(水)午前10時30分～11時30分、
アルヴェ１階きらめき広場で

１歳～入園前のお子さんと保護
者が対象です。手作りプレゼント
もあります。無料。12月21日(火)午
前10時～11時45分、御所野ふれあ
い(交流)センターで。

tel(826)0671

★牛島っ子 就園前のお子さんと
保護者が対象です。12月15日(水)午
前10時～11時30分、南部公民館で。
300円程度の交換用プレゼント持
参。牛島地区主任児童委員の宮田
さんtel(833)0447
★しゃぼんだま広場 就園前のお
子さんとご家族が対象です。12月
17日(金)午前10時～、四ツ小屋児童
センターで。四ツ小屋地区主任児
童委員の伊藤さんtel(839)3891
★あおぞらキッズ 就学前のお子
さんと保護者が対象です。12月19
日(日)午前10時～11時30分、外旭川
児童センターで。 外旭川民児協の
児玉さんtel(868)1265
★ばっけの会 就園前のお子さん
とご家族が対象です。 12月19日
(日)午前10時～正午、遊学舎で。同
会の松村さんtel(834)4733
★親子ストローク 就園前のお子
さんとご家族が対象です。毎週金
曜日午前10時～正午、八橋コミュ
ニティセンターで。同サークルの
長谷川さんtel(823)7581

■ぴょんぴょんクラブ 就園前の
お子さんが対象です。12月16日(木)
午前９時30分～、新屋幼稚園で。申
し込み必要。tel(828)2207

●健診会場の地区割り

乳幼児健康診査

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

健診会場の地区割りが
変わりました

ママたちのアクアビクス

子ども未来センターの催し

サンタと遊ぼうクリスマス

育児サークルへどうぞ

幼稚園へおいで

金足西
金足東
上新城
太平
山谷
上北手

金足大清水字清水台１－４ tel(873)2152
金足片田字待入109 tel(873)5772
上新城五十丁字大村屋敷22 tel(870)2645
太平目長崎字上目長崎144 tel(838)2040
太平山谷字中山谷143 tel(838)2983
上北手猿田字苗代沢87-6 tel(839)3595

２歳児～ 40

２歳児～ 35

１歳児～ 40

２歳児～ 40

２歳児～ 30

３歳児～ 40

園名 定員対象 所在地・申込先

●保育料は月額16,000円(３歳未満児は18,000円)です
●延長保育や一時保育なども必要に応じて行います
●金足東幼児園を除く５園では、送迎バスを利用できます

幼児園
来年度の園児を募集

幼
児
園
は
、
秋
田
市

郊
外
の
地
域
の
か
た
が
、

お
子
さ
ん
を
あ
ず
け
る

所
で
す
。
入
園
の
申
し

込
み
は
、
直
接
各
幼
児

園
へ
ど
う
ぞ
。

２
歳
児
・
妊
婦
歯
科
健
診
の
委
託
医
療
機
関
の
追
加
…
ほ
ど
の
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク(

保
戸
野
千
代
田
町
２-

58)tel (

８
２
３)

８
２
７
８
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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平成17年度に県・市・現河辺町・現雄和町の体
育施設で、大会や行事などを予定している団体は、
１月７日(金)までお申し込みください。申込書はス
ポーツ振興課、八橋陸上競技場、市立・県立体育
館、県営トレーニングセンター(雄和町)にあります。

平成17年度体育施設団体使用申込

①県立野球場こまちスタジアム(５月中旬利用
開始予定。原則として公式試合)
②向浜野球広場　③向浜テニスコート
④新屋運動広場(ラグビー・サッカー場)
⑤県立中央公園球技場・運動広場
(６月利用開始)
⑥県立中央公園テニスコート

屋
外
施
設

県営…申し込みは県立体育館へ。tel(862)3782
⑤⑥は県営トレーニングセンターへ。tel(886)4141

県立体育館tel(862)3782
県立武道館tel(862)6651
県立総合プールtel(895)5056

屋
内
施
設

①市立体育館　②茨島体育館　③土崎体育館
④河辺町民体育館　⑤雄和町民体育館　
⑥雄和南体育館

県営…申し込みは直接各施設へ。

市営・町営…申し込みは市立体育館へ。tel(866)2600

●女性＝女性学習センターtel(824)7764
●中公＝中央公民館tel(824)5377
女性・中公ともに〒010-0921大町二丁目3-27サンパル秋田
●土公＝土崎公民館tel(846)1133〒011-0945土崎港西四丁目2-10
●西公＝西部公民館tel(828)4217 〒010-1631新屋元町15-14
●東公＝東部公民館tel(834)2206〒010-0041広面字釣瓶町13-3
●南公＝南部公民館tel(832)2457 〒010-0062牛島東六丁目4-5
●北公＝北部公民館tel(873)4839 〒010-0146下新城中野字前谷地263
●明徳＝中央図書館明徳館tel(832)9220 〒010-0875千秋明徳町４-４
●土図＝土崎図書館tel(845)0572 〒011-0946土崎港中央六丁目16-30
●新図＝新屋図書館tel(828)4215〒010-1632新屋大川町12-26

表の赤字コース…パソコン初心者
表の黒字コース…文字入力、マウス操作のできるかた

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、年齢、
電話番号、今年度受講済みの施設・コース名、新規のかた
は新規と書いて、12月17日(金)(当日消印有効)まで、受講希
望施設あてにお申し込みください。女性24で託児希望のか
たはお子さんの氏名・年齢も書いてください。定員各10人。
応募者多数の場合は抽選(新規受講者を優先)

申し込み方法

申し込み先・問い合わせ

Windows98、Word2000、Excel2000を使用

2007秋田わか杉国体

１月３日(月)午後１時～２時30分
アトリオン地下　入場無料

来年１月２日で、秋田わか杉国体までちょうど
1,000日。イベントをサポートしてくれる広報ボラン
ティアを募集中！　みんなで国体を盛り上げよう！　

●カウントダウンボード点灯式
●武術太極拳の公開演武など

問い合わせ

県国体・障害者スポーツ大会局大会総務課tel(860)5208

来年から広報あきたで、「スギッチ」が国体ま
での日数をカウントダウンします。みなさん注
目してくださいね！

市立体育館

無料ＩＴ講習

県立野球場

①八橋陸上競技場(芝生フィールドは５月利用
開始予定。工事のため６月下旬から９月末まで
使用不可) ②八橋硬式野球場(工事のため７月
以降使用不可) ③八橋球技場(芝生フィールド
は５月利用開始予定) ④多目的グラウンド
⑤八橋テニスコート　⑥相撲場　
⑦勝平市民グラウンド　
⑧スポパークかわべ(サッカー場、多目的広場、
グラウンドゴルフ場)
⑨雄和町花の森運動公園球場

市営・町営…申し込みは八橋陸上競技場へ。tel(823)1472



いずれも午後１時からと３時から
の２回、自然科学学習館(アルヴェ４
階)で。小学４年生以下のお子さんは
保護者同伴でどうぞ。
①１月５日(水) スポーツの科学 敏
捷性テストやゲームで、素早い動き
の鍛え方を体験。無料。定員各15組
②１月６日(木) 輝きの科学 純度約
100㌫のシルバーアクセサリー作り。
参加料500円。定員各15組
③１月７日(金) 香りの科学 香水、
キャンドル作り。参加料300円。定員
40人。※午後１時からの１回のみ　
④１月８日(土) 色彩の科学　菓子の
染色技法にふれながら、きれいな和
菓子づくり。無料。定員各20組
⑤１月９日(日) 発明の科学 本物そ
っくりのホバークラフト作り。無料。
定員各15組
●申し込み　12月11日(土)から自然科
学学習館tel(887)5330

野口裕子とHiro Koto Groupによる
「黒田節による幻想曲」「さくら」など
の演奏。箏、三絃、胡弓の和楽の調
べを楽しみます。参加無料。
とき／１月８日(土)午後２時開演
ところ／太平山自然学習センター
「まんたらめ」 定員／先着100人
●申し込み　12月14日(火)から太平山
自然学習センターtel(827)2171

12月13日(月)～15日(水)午前10時～
午後５時(初日は正午から)、アトリ
オン３階で。入場無料。
●問い合わせ　バザール・Ｔの佐藤
さんtel(864)4683

楽
たの

しく科
か

学
がく

する５日
か

間
かん

ボランティア募集

12/10(金) 12/14(火)

●しあわせ実感！
男女フォーラム

●市民協働の除排雪

●道路の愛称決定！

12/15(水) 12/21(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレ
ビ

●中通小学校の農業体験(後編)

●技能功労者・優秀技能者
の紹介①

●竪穴住居がついに完成！

15
分 ●12/26(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「市長が選ぶ今年の10(重)大ニュース」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
t e l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●まんが秋田市400年物語完成
●聖なる夜はセリオンへ！

秋田コミュニティ放送　市長と一緒 毎週火　午前 ８ 時15分～
エフエム秋田 ふれあい情報 月～土　午前10時55分～

※印のついた受講料には教材費が別にかかります。

12月24日(金)(必着)まで、はがき、またはファクスで希望教室名、住所、
氏名、生年月日、連絡先を書いて、〒010-0976 秋田市八橋南一丁目8-
７　サンライフ秋田「運動と趣味の教室」係へ。直接窓口でも受け付け
ます。ファクス(863)1531 tel(863)1391

申
し
込
み

１月７日(金)から３月18日(金)までの毎週金曜日、
午後６時30分～７時45分。受講料8，400円

１月８日(土)から３月12日(土)までの毎週土曜日、
午前10時～正午。受講料9，450円

１月７日(金)から３月18日(金)までの毎週金曜日、
午前10時～11時15分。受講料8，400円

１月12日(水)から３月23日(水)までの毎週水曜日、
午前10時45分～正午。受講料8，400円

１月12日(水)から３月23日(水)までの毎週水曜日、
午後６時～７時15分。受講料8，400円

１月13日(木)から３月17日(木)までの毎週木曜日、
午前10時～正午。受講料※9，450円

１月８日(土)から３月12日(土)までの毎週土曜日、
午後６時～８時。受講料7，560円

１月13日(木)・27日(木)、２月10日(木)・24日(木)、３月10
日(木)、午後６時30分～８時30分。受講料※4，720円

１月８日(土)から３月19日(土)までの毎週土曜日、
午前10時30分～11時45分。受講料8，400円

サ
ン
ラ
イ
フ
秋
田
の
運
動
と
趣
味
の
教
室

はじめての謡曲

運動不足な人の教室①

パッチワーク(初級)

ドライフラワーアレンジメント

サン・エアロ

ジャズリズム

ミディアムエアロ

やさしい社交ダンス(初級)

たのしいエアロビクス

１月13日(木)から３月17日(木)までの毎週木曜日、
午後６時30分～７時45分。受講料8，400円

※日・祝日および１月１日～５日は午前８時から営業します。

日 中 午前９時～午後４時 ナイター 午後５時～９時

営業
期間

12月19日(日)～３月20日(日)

太平山スキー場オーパス
tel(827)2221

※積雪状況により営業期間を変更する場合があります。

対象 20歳以上の女性

対象 20歳以上

対象 25歳以上

対象 25歳以上

対象 25歳以上

対象 25歳以上

対象 30歳以上

対象 30歳以上

対象 25歳以上

催し物

まんたらめの森
もり

新
しん

春
しゅん

コンサート

きものリメイク展
てん

●リフト料金４時間券新設＆
シルバー券充実！

半日券に代わって、便利な「４
時間券」が登場。さらに、60歳
以上のかたにお得な「シルバー
券」を全種類に設定しました。

12月19日(日)オープン予定

運動不足な人の教室②
対象 20歳以上の女性

21 広報あきた　12月10日号



収・リサイクルを追跡します。
とき／１月12日(水)午前９時～午後
４時30分　ところ／総合環境セン
ターほか　定員／先着30人
●申し込み　12月28日(火)まで環境
企画課tel(863)6632

おおむね60歳以上のかたが対象
です。身体を動かそうＡＤＬ体操。
参加無料。直接会場へどうぞ。八橋
老人いこいの家tel(862)6025
とき／12月22日(水)午前10時～正午
ところ／八橋老人いこいの家

秋田駅東口からバス送迎。先着
20人。受講料2,600円(昼食付き)。
とき／12月22日(水)午前10時45分～
午後零時15分　ところ／クアドー
ムザ・ブーン
●申し込み　12月17日(金)までザ・
ブーンtel(827)2301

30歳代までのかたが対象です。
先着30人。参加無料。
とき／１月17日(月)・24日(月)・31日
(月)、２月７日(月)午後７時～８時30
分　ところ／サンパル秋田
●申し込み　12月13日(月)から勤労
青少年ホームtel(824)5378

医薬品の適正使用について。無料。
とき／12月21日(火)午前10時～正午
ところ／西部公民館
●申し込み　12月13日(月)午前９時
から西部公民館tel(828)4217

将棋は大人(段・級)の部と小・中

学生の部。囲碁は大人(段・級)の部。
とき／１月９日(日)午前９時～
ところ／土崎公民館
参加費／大人1,500円、小・中学生
800円(昼食代含む)
●申し込み　１月４日(火)まで土崎
公民館tel(846)1133

■東部公民館tel(834)2206
１月６日(木)午前10時～午後１時。
竹馬、餅つき、ニュースポーツ体験
など。参加無料。申し込みは12月
13日(月)から27日(月)まで
■南部公民館tel(832)2457
１月７日(金)午前10時～正午。餅つ
き、けん玉、こま回しなど。参加無
料。直接会場へどうぞ

森田ゆりさんの講演「子どもの
“気持ち”について」と、次世代育
成支援行動計画への提言を考えるワ
ークショップ。直接会場へどうぞ。
先着250人。参加無料。
とき／12月18日(土)午後１時～４時
ところ／文化会館大会議室
●問い合わせ　福祉総務課

tel(866)2090

小・中学生が対象です。勝平得之
に年賀状を出そう。木版、ゴム版、
いも版画など、年賀状として創作し
た自作の版画を、はがきの裏に刷っ
て送ってください。題材は自由。
●応募方法　はがきの表に住所、氏
名、電話番号、学校名、学年を書い
て、１月７日(金)まで、〒010-0921
秋田市大町三丁目3-21 赤れんが郷
土館勝平得之係tel(864)6851

工芸美術科、デザイン科の２科で、
推薦入学20人、一般入学10人を一
括募集します。２年生から興味・適

性によりそれぞれの科に進みます。
■推薦入試
出願期間 １月13日(木)・14日(金)
試験日 １月21日(金)・22日(土)
■一般入試
出願期間 ２月９日(水)・10日(木)
試験日 ２月18日(金)・19日(土)
●問い合わせ　公立美術工芸短大附
属高等学院tel(828)4127

太平山スキー場オーパスでスキー
教室を行う市内の小・中学校、スポ
ーツ少年団、子ども会、幼稚園など
の団体に、貸切バス料金の半額を補
助します。補助台数には限りがあり
ますので、申し込みはお早めに。
●申し込み　(財)秋田市体育協会

tel(896)5331

法律、相続などの相談に三浦清弁
護士、加藤謙弁護士、司法修習生が
応じます。先着20人。
とき／12月20日(月)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み　12月15日(水)午前９時か
ら市社協ふれあい福祉相談センター
tel(863)6006(電話でのみ受け付け)

家庭で介護しているかたが対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／12月20日(月)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さんtel(863)0935

赤れんが郷土館 作品入れ替えのた
め、12月13日(月)から17日(金)まで休
館します。tel(864)6851
サンライフ秋田 施設整備のため、
12月13日(月)から17日(金)まで休館し
ます。プールの利用は18日(土)午後
から。tel(863)1391

2222
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問い合わせ 千秋美術館tel(836)7860
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色彩の画家－ＯＫＡＤＡ展
とき 12月10日(金)～来年３月６日(日)
ところ 岡田謙三記念館(千秋美術館２階)

色をテーマに、岡田謙三の色彩と感性あふれる抽象絵
画の世界を館蔵品約20点でご覧いただきます。

観覧料 一般300円 高・大学生200円
中学生以下無料「黒と銀」1965年

問い合わせ 佐竹史料館tel(832)7892

●佐竹史料館企画展秋田藩文人資料展
とき 12月19日(日)～来年３月27日(日)

藩政時代に秋田の文化を培った藩主や家
臣、文化人などの書跡、絵画を紹介します。

観覧料 一般100円高校生50円中学生以下無料

12月13日(月)～18日(土)は、企画展開
催準備のため、臨時休館します。

佐竹義和筆
画賛「麦搗」

▲ ▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲
▲
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クリスマス

12月25日(土)午前10時～午後３
時、県立スケート場で。無料初心者
教室(５歳以上)、人間カーリングな
ど。滑走料無料(貸靴は有料)。県立
体育館管理事務所tel(862)3782

小学４～６年生が対象。先着18人。
とき／12月18日(土)午前９時30分～
午後零時30分　ところ／南部公民
館　材料費／500円
●申し込み　12月13日(月)午前８時
30分から南部公民館tel(832)2457

祖父母と孫でもＯＫ。定員16組。
とき／12月23日(木)①午前９時30分
～11時30分②午前10時30分～午後
零時30分　ところ／東部公民館
材料費／１組1,200円
●申し込み　12月13日(月)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

会場は赤れんが郷土館。申し込み
は赤れんが郷土館へ。tel(864)6851
■クリスマスリース作り 小学４年
～６年生が対象です。12月18日(土)
午前10時～正午。先着20人。材料
費200円。申し込みは12月13日(月)
午前９時から
■手作りキャンドル教室 小学４年
～中学生が対象です。12月23日(木)
午前10時～正午。色や香りを付け
て、自分だけのキャンドル作り。材
料費300円。先着25人。申し込みは
12月16日(木)午前９時から

12月18日(土)午後２時～３時、ア

トリエももさだで。大型絵本、ハン
ドベルなど。無料。直接会場へ。
●問い合わせ　新屋図書館

tel(828)4215

小学校低学年以下のお子さんと保
護者が対象です。エプロンシアター、
人形劇など。無料。直接会場へ。
とき／12月18日(土)午後２時30分～
３時15分　ところ／土崎図書館
●問い合わせ　土崎図書館

tel(845)0572

12月18日(土)午前９時～正午、聖
霊女子短大附属中学・高校で。
●問い合わせ　聖霊女子短大附属中
学・高校tel(833)7311

12月18日(土)午後３時開場、カト
リック秋田教会(千秋明徳町1-48)
で。コンサート、キャンドルサービ
ス。入場料300円(中学生以下無料)。
問い合わせは、カトリック秋田教会
へ。tel(832)3254

材料費2,500円。
とき／12月28日(火)午前10時～正午
ところ／土崎公民館
●申し込み　12月10日(金)から土崎
公民館tel(846)1133

花材代2,800円。先着20人。
とき／12月25日(土)午前10時30分～
午後１時　ところ／サンパル秋田
●申し込み　12月14日(火)午前９時
から女性学習センター

tel(824)7764

材料費2,000円。定員20人。
とき／12月27日(月)午前10時～正午
ところ／東部公民館
●申し込み　12月13日(月)午前８時
30分から東部公民館tel(834)2206

小学生以上の親子が対象です。定
員10組。材料費１組1,000円。
とき／12月28日(火)午前９時30分～
正午　ところ／西部公民館
●申し込み　12月13日(月)午前９時
から西部公民館tel(828)4217

小・中学生が対象です。フォーク
ダンスのサークル体験。12月18日
(土)午前９時30分～11時30分、土崎
公民館で。先着20人。
●申し込み　土崎公民館
tel(846)1133 ファクス(846)1134

小学４年～中学３年生が対象で
す。講師は洋画家の池内茂吉さん。
先着20人。参加無料。
とき／１月７日(金)午後１時30分～
３時30分　ところ／千秋美術館
●申し込み　12月13日(月)午前10時
から千秋美術館tel(836)7860

小学生と保護者が対象です。リサ
イクルプラザの見学と、裂き織り体
験またはペットボトル工作体験。
とき／１月６日(木)・７日(金)午前９
時30分～正午　ところ／リサイク
ルプラザ　定員／30組
●申し込み　秋田市リサイクルプラ
ザtel(829)1188

小学４年～６年生と保護者が対象
です。家庭から排出される古紙の回
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成人の門出をお祝いする「新成
人のつどい」にご参加ください。
対象者には、12月中旬ごろ個別に
案内をお送りします。
２分の１成人(10歳)の子どもた

ちによる合唱や吹奏楽の演奏など
でお祝いするほか、新成人みんな
で「乾杯」を歌います。懐かしい
友人とおしゃべりを楽しむフリー
トークタイムもあります。

●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ t e l 018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/
■広報あきたがご自宅に届かないときは、広報課にご連絡ください ■この冊子は、単価１部14.175円　無料配布です

芸能発表 正午～午後４時
作品展示 午前10時～午後６時

１階きらめき広場

12月18日(土)・19日(日)
アルヴェ

新成人としての第一歩！ 式典会場では次の事
を必ず守ってください。

●式典直前は大変混み合いますので、早めに入
場し、オープニングセレモニーが始まる10分
前までには着席してください

●私語や携帯電話の使用、立ち歩くなど他の人
の迷惑となる行為は固く禁じます

●市民がお祝いする公式行事ですので、酒類の
持ち込みや飲酒者の入場はお断りします

式典当日は、企業などのご協力により、会場周
辺に臨時駐車場を確保しますが、駐車台数に限り
があります。バス・タクシーの利用や自家用車の
相乗りなどにご協力ください。指定外の企業など
の駐車場には、絶対に駐車しないようお願いしま
す。
なお、車で送迎されるかたは、交通の妨げにな

らないよう、乗降場所にご配慮ください。

交通渋滞緩和にご協力を

会場内でのマナーを守ろう

問い合わせ

生涯学習室tel(８６６)２２４５

プ
ロ
グ
ラ
ム

オープニングセレモニー(13：00～13：10)
吹奏楽演奏、新成人みんなで歌おう

式　典(13：10～13：30)
市長あいさつ、はたちのメッセージ、児童合唱ほか

フリートークタイム(13：35～14：40)
友人や中学校恩師との再会を楽んでください。フ
リートークタイムだけの参加はできません

お 願い

昭和59年４月２日から
昭和60年４月１日までに
生まれた秋田市民

対象

建都400年＆
市町合併記念

きらめき広場

当日は、同じ会場で秋田市建都400年記念漫画
「青山くんの夏休み」の完成記念イベントも行
われます。２ページもご覧ください。

▲
▲

秋田市民交流プラザ管理室
tel(８８７)５３１０

問い合わせ

市内の公民館などを拠点として活動する市民サーク
ルが一堂に会し、作品展示と芸能発表を行います。河
辺町、雄和町のみなさんも参加します。
特設ステージでは、コーラスや踊り、楽器演奏を披

露します。また、広場に並べたパネルとテーブルには、
彫刻や絵画、陶芸など市民手作りの力作を展示します。
どうぞご覧ください。入場無料。

１月10日(月)午後１時～(正午開場)
市立体育館(直接会場へお集まりください)
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